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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第29回定期検査中(令和8年6月16日～)

美
浜
発
電
所
３
号
機
高
圧
給
水
加
熱
器

常
用
水
位
制
御
弁
出
口
配
管
の
空
気
抜

き
弁
周
辺
か
ら
の
水
の
滴
下
に
つ
い
て

（
原
因
と
対
策
）

　

美
浜
発
電
所
3
号
機
は
、
第
29
回
定

期
検
査
中
の
9
月
15
日
か
ら
調
整
運
転
を

開
始
し
、
出
力
50
％
の
と
こ
ろ
、
17
日
に

出
力
上
昇
に
伴
う
機
器
点
検
中
、
屋
外
の

6
Ａ
高
圧
給
水
加
熱
器(

※)

常
用
水
位

制
御
弁
出
口
配
管(

以
下
母
管)

の
空
気

抜
き
弁
周
辺
の
保
温
材
か
ら
、
毎
秒
3
滴

程
度
の
水
漏
れ
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
原

子
炉
を
停
止
し
て
点
検
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
翌
18
日
に
手
動
停
止
し
ま
し
た
。

　

母
管
か
ら
空
気
抜
き
弁
ま
で
の
配
管

(

以
下
、
当
該
配
管)

の
外
装
板(

以
下
、

カ
バ
ー)

と
保
温
材
を
取
り
外
し
、
外
面

観
察
し
た
結
果
、
母
管
接
続
部
か
ら
約
20

㎝
離
れ
た
位
置(

炭
素
鋼
箇
所)

に
、
縦

約
14
㎜
、
横
約
4
㎜
の
貫
通
穴
と
周
辺
腐

食
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
原
因
は
、
配
管

の
曲
が
り
部
を
覆
う
カ
バ
ー
が
上
下
逆
に

取
り
付
け
ら
れ
、
継
ぎ
目
か
ら
雨
水
が
浸

入
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
関
西
電
力
㈱
は
、
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
他
の
屋
外
配
管
カ
バ
ー
の
取

付
状
況
も
確
認
し
、
損
傷
箇
所
は
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
製
配
管
に
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
事
象
に
よ
る
環
境
へ
の
放
射

能
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

伝
熱
管
内
を
2
次
冷
却
水(

給
水)

が
流
れ
、高
圧
タ
ー
ビ
ン
の
排
気
蒸
気
を
使
っ

て
こ
の
給
水
を
加
熱
し
て
い
ま
す
。
加
熱
後
の
蒸
気
は
ド
レ
ン
水(

凝
縮
水)

と

な
っ
て
、
給
水
系
統
に
戻
り
、
そ
の
ド
レ
ン
水
が
当
該
系
統
に
流
れ
て
い
る
。

調査結果

対策及び今後の予定

　当該配管 ( 炭素鋼箇所 ) を切り出して調査した結果、貫通穴周辺で外面の肉厚が薄くなっていた一方、

内面には腐食が確認されませんでした。原因は、平成 22 年の工事でカバーが上下逆に取り付けられ、

雨水が浸入し、保温材の構造上滞留しやすい状態となって、プラント停止中を中心に外面腐食が進行し

たためと推定されました。また、令和 2 年の点検ではカバー外観の目視確認のみで、向きの確認まで

は行われていないことが分かりました。

　関西電力㈱は、当該配管をステンレス鋼製に取り替え、カバーと保温材も新品に更新するとともに、保修

業務ガイドにカバーの取付方向に関する注意事項を明記し、社員や協力会社社員へ周知するとしています。

　また、その他の屋外配管の点検において、カバーの逆取付 1 カ所と止水剤の浮き 6 カ所が確認されまし

たが、配管自体には異常がないことを確認し、カバーと止水剤の是正・補修を行ったとしています。

　これらの対策を実施し、原子炉起動に向けた準備が完了したことから、10 月 10 日に原子炉を起動し、

14 日に定格熱出力一定運転に到達しました。11 月上旬に本格運転を再開する予定です。

＜損傷メカニズム＞

＜事象発生場所＞

＜現地写真＞

＜概要図＞

＜配管仕様＞

母　　管：外径約 319mm　厚さ約 22mm

当該配管：外径約   22mm　厚さ約　3mm
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町ブランド
ホームページ

町ホームページ
第二次美浜町観光
振興計画掲載記事

※�お問い合わせ先　町観光誘客課　 ☎32‐6705

1 人あたりの観光消費額が多い傾向にある外国人観光客の誘致を進め、地域に落ちるお金を増やします

インバウンド観光客の底上げを図る

観光シリーズ  Vol.7

美浜の観光が抱える課題⑤

第二次美浜町観光振興計画
スローガン：いってみたいから、ずっといたいへ。

　町を訪れる外国人観光客の入込客数は、令和元年までは増加傾向にありましたが、コロナ禍には激減しました。

その後は回復し、コロナ禍前よりも多くの外国人観光客が訪問しています。

第
２
３
０
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

↑監視委員会の様子

　

9
月
30
日
に
、
第
２
３
０
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
町
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
教
育
体
験
館
き
い
ぱ
す
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
使

用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
の
事
前
了
解
に

つ
い
て
、
判
断
に
至
る
経
緯
や
見
解
を
説
明

し
た
ほ
か
、
発
電
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響

等
に
関
す
る
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協

議
会
の
報
告
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。
原

子
力
発
電
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
排
水
調

査
結
果
内
容
の
説
明
に
対
し
、
温
排
水
の

専
門
家
で
あ
る
城
戸
委
員
か
ら｢

再
稼
働

前
後
の
温
排
水
の
拡
散
状
況
に
つ
い
て
、
若

干
の
季
節
変
動
や
年
変
動
は
あ
っ
た
が
、
特

に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

言
え
る
。
今
後
、
更
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

続
し
な
が
ら
海
生
生
物
の
動
向
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る｣

と
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

か
ら
も
ん
じ
ゅ
の
現
状
等
に
つ
い
て
、
関

西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
発
電
所
の
現
状
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
説

明
後
に
美
浜
発
電
所
構
内
へ
移
動
し
、
使

用
済
燃
料
乾
式
貯
蔵
施
設
設
置
予
定
場
所

等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

美
浜
発
電
所
の
現
状
等
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

問
2

　
　
　
　

完
成
検
査
を
適
切
に
実
施
し
て

い
れ
ば
防
げ
た
問
題
で
は
な
い
か
。
複
数

の
作
業
員
や
監
督
者
、
社
員
が
関
与
す
る

中
で
、
保
温
材
カ
バ
ー
の
上
下
逆
取
付
け

が
見
逃
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
り
、
他

に
も
類
似
の
ミ
ス
が
存
在
す
る
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
す
る
。

　

脱
気
器
の
保
温
材
カ
バ
ー
に
目
視
で
も

確
認
で
き
る
錆
が
見
ら
れ
る
等
、
基
本
的

な
確
認
・
検
査
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
不

安
で
あ
る
。ス
キ
ル
管
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、

専
門
家
に
よ
る
確
認
・
検
査
を
徹
底
し
て

実
施
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　

ス
キ
ル
管
理
は
計
画
・
教
育
・

フ
ォ
ロ
ー
に
よ
り
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
が
、
保
温
材
カ
バ
ー
の
上
下
逆
取
付
け

と
い
う
観
点
で
の
確
認
は
不
十
分
で
あ

り
、
反
省
点
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
。

平
成
22
年
の
改
修
時
も
現
場
確
認
は
行
っ

た
が
、
こ
の
点
を
見
逃
し
て
い
た
。
今
後

は
技
術
標
準
へ
の
明
記
に
よ
る
技
術
継
承

を
図
る
と
と
も
に
、
屋
外
保
温
材
カ
バ
ー

の
取
付
状
態
を
含
め
た
点
検
を
実
施
し
、

同
様
の
ミ
ス
が
生
じ
な
い
よ
う
完
成
検
査

で
の
確
認
を
徹
底
す
る
。

答
2

答
1

　
　
　
　

炭
素
鋼
管
か
ら
ス
テ
ン
レ
ス
鋼

管
へ
の
変
更
に
際
し
て
は
、
電
蝕
や
熱
伸

び
の
影
響
を
考
慮
し
た
設
計
検
証
を
実
施

し
て
い
る
。
技
能
管
理
は
力
量
項
目
の
設

定
、
教
育
計
画
、
力
量
評
価
に
よ
り
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
保
温
材
カ
バ
ー
の

　
　
　
　

ト
ラ
ブ
ル
事
象
が
相
次
い
で
お

り
、
強
い
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
今
回
の

配
管
貫
通
は
、
保
温
材
カ
バ
ー
の
上
下
逆

取
り
付
け
に
よ
り
雨
水
が
浸
入
し
、
腐
食

が
進
行
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
が
、

適
切
な
施
工
で
防
止
で
き
た
の
か
、
十
分

な
根
拠
を
も
っ
て
検
証
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
炭
素
鋼
管
を
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
へ

変
更
す
る
対
策
は
、
電
蝕
や
当
初
設
計
へ

の
影
響
を
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、
高
経
年
化
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
技
能

管
理
、
教
育
訓
練
、
資
格
認
定
制
度
が
適

切
に
機
能
し
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

問
1

データから見る美浜の観光課題

インバウンド観光客から
選ばれる町へ！

※�国内の外国人観光客の比率は全体の約 5% です。

　町では 1% 程度にとどまっています。

多言語対応の観光案内
窓口の強化

１ 訪日外国人が好む
体験商品の造成

2 環境・文化の保護と観光
の両立 ( 持続可能な観光 )

3

　外国人観光客が安心して観光が

できるよう、多言

語での案内や情報

発信等、受入体制

を強化します。

コンテンツを充

実し、美浜なら

で は の 魅 力 を

体感できる商品

を造成します。

自然・食・文化を生かした体験

ながら、持続可

能な観光を推進

します。

美しい自然や地域の文化を守り

インバウンドの取り組み

外国人観光客数

出典：美浜町 ｢ 観光入込客数調査 ｣

( 人 )

コロナ禍 コロナ・新幹線開業後

取
付
手
順
の
教
育
は
十
分
で
な
く
、
上
下

逆
取
付
け
に
よ
る
浸
水
リ
ス
ク
へ
の
認
識

も
不
足
し
て
い
た
。
平
成
22
年
の
施
工
時

も
現
場
確
認
を
行
っ
た
が
、
施
工
ミ
ス
を

見
逃
し
て
お
り
、
反
省
事
項
と
し
て
現
在

対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

美
浜
発
電
所
３
号
機
に
対
す
る

町
の
対
応

　

美
浜
発
電
所
3
号
機
に
お
い
て
ト
ラ
ブ

ル
が
続
い
た
こ
と
を
受
け
、
町
は
、
町
民

の
安
全
安
心
と
信
頼
関
係
を
揺
る
が
し
か

ね
な
い
事
象
で
あ
る
と
捉
え
、
関
西
電
力

㈱
に
対
し
て
、｢

3
つ
の
観
点｣

に
基
づ

く
改
善
と
万
全
な
現
場
体
制
を
強
く
求
め

る
等
、
厳
格
に
対
応
し
ま
し
た
。

③�

点
検
記
録
の
保
存
・
比
較
に
よ
り

設
備
の
経
年
変
化
の
継
続
把
握

②�

点
検
・
検
査
に
お
け
る
新
技
術
の

導
入

①�

高
経
年
化
プ
ラ
ン
ト
に
お
け
る
点

検
内
容
・
頻
度
の
検
証

◎
改
善
を
求
め
た
3
つ
の
観
点

　

目
の
前
の
小
さ
な
作
業
一
つ
一
つ
が
、

町
民
の
安
全
安
心
に
直
結
し
て
い
る
と

い
う｢

責
任
と
誇
り｣

を
再
認
識
し
、

本
社
・
現
場
・
協
力
会
社
を
含
む
、
す

べ
て
の｢

人｣

が
強
い
当
事
者
意
識
と

危
機
感
を
持
ち
、
日
々
取
り
組
む
こ
と
。

◎
現
場
体
制
と
意
識
改
革

　

多
様
な
知
見
や
最
新
技
術
を
取
り
入
れ

改
善
を
重
ね
な
が
ら
、
安
定
運
転
を
維
持

す
る
こ
と
が
、安
全
安
心
の
要
と
な
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、引
き
続
き
厳
格
な
指
導
、

監
視
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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文 

芸 

欄

ふるさと昔
よもやま話
(174)

　

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館
で
は
、現

在
秋
季
ト
ピ
ッ
ク
ス
展
・
美
浜
町
歴
史

文
化
館
交
換
展
示『
美
浜
の
原
風
景
』を

12
月
27
日
ま
で
開
催
中
で
す
。

　

町
歴
史
文
化
館
で
は『
わ
か
さ
美
浜

町
誌
』編
さ
ん
時
か
ら
収
集
し
て
き
た

古
文
書
や
古
写
真
等
の
歴
史
資
料
を
数

多
く
保
管
し
て
い
ま
す
。本
展
で
は
、同

館
保
管
の
古
写
真
を
通
し
て
、近
現
代

の
佐
柿
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

　

佐
柿
は
、戦
国
時
代
に
国
吉
城
の
城

下
町
と
し
て
開
か
れ
、江
戸
時
代
に
は

丹
後
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
繁
栄
し

ま
し
た
。ま
た
、佐
柿
の
南
東
に
位
置

し
、国
吉
城
址
の
尾
根
伝
い
に
延
び
る

御お
た
け
や
ま

岳
山
は
か
つ
て
日
本
一
の
採
掘
量
を

誇
っ
た
珪け
い
せ
き
こ
う
ざ
ん

石
鉱
山
で
し
た
。

　

美
浜
町
域
で
は
、大
正
時
代
か
ら
珪

石
鉱
山
の
開
発
が
始
ま
り
、昭
和
時
代

初
め
に
は
御
岳
山(

標
高
５
４
８
メ
ー
ト

ル)

で
本
格
的
な
採
掘
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。珪
石
は
、製
鉄
所
の
溶
鉱
炉
用
耐
火

煉
瓦
の
原
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。

採
鉱
は
昭
和
62
年(

１
９
８
７)

ま
で
約
60

年
間
続
き
、最
盛
期
に
は
約
１
５
０
人
が

従
事
し
、年
間
約
2
万
５
，０
０
０
ト
ン

の
珪
石
を
産
出
し
て
い
ま
し
た
。採
掘
場

は
、主
に
山
の
東
側(

山
上
・
太
田
側)

に

あ
り
、佐
柿
に
も
立た
て
ま
ち
が
わ

町
川
の
水
源
で
あ
る

通
称｢

立た
て
い
わ岩｣

に
あ
り
ま
し
た
。立
岩
で

切
り
出
さ
れ
た
珪
石
は
、空
中
ケ
ー
ブ

ル
で
現
在
の
青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
広
場
前
付
近
に
搬

出
後
、馬
車
で
河
原
市
駅(

現
美
浜
駅)

に

運
搬
さ
れ
、鉄
道
で
北
九
州
に
輸
送
さ
れ

ま
し
た
。当
時
、御
岳
山
は
国
内
唯
一
の

露
天
掘
り
に
よ
る
炉
材
珪
石
鉱
山
と
し

て
、東
洋
一
の
採
掘
量
を
誇
り
、日
本
の

鉄
鋼
産
業
を
支
え
ま
し
た
。

　

昭
和
5
年(

１
９
３
０)

7
月
、県
内
全

域
で
の
記
録
的
な
大
雨
で
、佐
柿
の
集

落
内
を
流
れ
る
立
町
川
が
氾
濫
し
ま
し

た
。付
近
の
住
宅
は
浸
水
し
、下
流
で
は

堤
防
の
決
壊
、水
田
へ
の
土
砂
流
入
等
の

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。住

民
に
よ
る
当
時
の
耳
村
や
県
へ
の
陳
情

活
動
が
行
わ
れ
た
結
果
、採
掘
場
を
含

め
た
砂
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。掲

載
し
た
写
真
は
、昭
和
10
年(

１
９
３
５)

の
立
岩
に
お
け
る
砂さ
ぼ
う
え
ん

防
堰
堤て
い

第
一
工
事

竣
工
当
時
の
も
の
で
す
。

　

な
お
、立
町
川
は
昭
和
28
年(

１
９
５
３)

の
台
風
13
号
襲
来
時
に
も
氾
濫
し
、
同

5
年
よ
り
も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
復
旧
工
事
と
合
わ

せ
て
、
住
民
に
よ
る
関
係
機
関
へ
の
精

力
的
な
陳
情
活
動
が
行
わ
れ
、
同
49
年

(

１
９
７
４)

に
砂
防
指
定
地
と
な
り
、

同
60
年(

１
９
８
５)

に
河
川
全
面
改
修

を
伴
う
砂
防
工
事
が
完
成
し
、
現
在
に

至
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
現
在
の
佐
柿
の
ル
ー
ツ

に
ふ
れ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(

若
狭
国
吉
城
歴
史
資
料
館)

～佐柿の近現代～
令和８年度秋季トピックス展より

↑�立岩にて砂防堰堤第一工事竣工の図
( 昭和 10 年 (1935))

俳
　
句

み
ち
く
さ
句
会

池
田
　
恵
子
（
早
　
瀬
）

杉
木
　
美
智
子
（
中
　
寺
）

杉
木
　
繁
行
（
中
　
寺
）

高
木
　
キ
ヨ
子
（
新
　
庄
）

山
田
　
世
志
男
（
佐
　
柿)

楠
　
朱
朋
（
佐
　
田
）

虫
の
音
を
聞
き
つ
つ
眠
る
心
地
よ
さ

畑
仕
事
終
え
て
蜻
蛉
に
見
送
ら
れ

墓
の
上
夕
日
に
映
え
る
秋
あ
か
ね

十
六
夜
の
雲
間
の
明
か
り
峡
照
ら
す

天
辺
を
鴉
に
ゆ
づ
り
柿
を
捥
ぐ

椎
の
実
を
降
ら
す
海
風
常
の
宮

放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。情報をお知らせします。

11月は
児童虐待防止推進月間です！

■ 児童相談所全国共通ダイヤル　☎ 189

■ 県児童相談２４時間ダイヤル　☎ 0776-24-3654

■ 敦賀児童相談所　　　　　　　☎ 22-0858

■ 町こども未来課　こども家庭センター　☎ 32-6713
オレンジリボンには

子ども虐待を防止するという
メッセージが込められています

こののぼりが目印です！

　児童虐待はどの家庭でも起こる可能性が

あります。虐待かもしれないと思ったら、

ためらわずにご連絡ください。

　連絡した人の秘密は守られます。

ふくい健康長寿祭2026に参加しました

種　目 参加人数 ( 美浜町 )

ゲートボール 5 チーム・26 人

ラージボール卓球 1 チーム ･8 人

グラウンド・ゴルフ 2 チーム・10 人

ペタンク 1 チーム ･3 人

■参加種目

ゲートボール

ラージボール卓球ペタンク

　10月4日に、ふくい健康長寿祭2026が福井市と坂井市で開催されました。

　同イベントは、県と県社会福祉協議会の主催で、高齢者の生きがいづくりを目的として開催された

スポーツ・文化交流大会です。

　美浜町の参加者は下記の種目でご活躍されました。

※�お問い合わせ先　町こども未来課　☎32‐6713

※�お問い合わせ先　町健康福祉課　☎32‐6704
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9/1～9/30受付分
(敬称略)慶弔慶弔

※�氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

　掲載しております。

氏　名 住 所 年齢 届出人

山 口 光 明 興道寺 74 山 口 紀 子

伊　原　志げ乃 興道寺 99 伊　原　喜代志

新 野 　 稔 佐 田 94 新　野　敬一郎

茂 道 佳 史 丹 生 28 茂 道 高 広

松 下 利 和 久々子 76 松 下 夕 莉

木　上　千代子 河原市 94 彦 惣 輝 美

◎おくやみ

町の情報や応援クルーの

情報はこちら！

※�町が公認登録する｢町外に住みながらも本町を
愛し、応援してくださる方｣のこと。

人口の動き
人口総数　　　　8,390人(－ 16)

男　　　　　　　4,138人(－ 11)

女　　　　　　　4,252人(－   5)

世帯数　　　　　3,542世帯(－  3)

出生　　  　　　死亡

転入　　  　　　転出

みはま応援クルー(※)

令和8年10月1日現在※(　)は前月比

  2人

  7人

  8人

17人

423人(+ 3)

◎ご誕生

氏　名 性別 父・母 住　所

平 　 松 　 く れ な 女 　青・亜弥 郷 市

町公式 LINE の

友だち追加はこちら！

　

　広報みはま11月号を読んで、①～④番の丸印をひらがな・カ

タカナでうめてください。小さい｢っ｣や｢ゅ｣、｢・｣、｢が｣、等

も一文字とします。｢●｣の文字を①番から順に並べると、ある

言葉になります。どんな言葉でしょう。

●応募方法

　はがきに答え、住所、氏名(広報を読んだ感想も大

歓迎！)を書いて、｢広報みはま広報クイズ｣係(〒919-

1192美浜町郷市25-25)まで送ってください。

メールで応募される方は、次のアドレスに送信して

ください。

【メールアドレス】

  kouhou-mihama 

  @town.fukui-mihama.lg.jp

【二次元コード】　右記

　締め切りは、11月11日(水)(消印有効)です。正解

者の中から抽選で5人の方に記念品をお送りします。

●10月号の答え　こすもす(コスモス)

●�応募者総数は10人で全員正解でした。当選の発表

は、記念品の発送をもってかえさせていただきます。

広報クイズ

まちびとまちびと

今年、米寿(88歳)を
　　　　　　　迎えられた

(関連第9頁)

＊長寿の秘訣を教えてください。
　見守り隊の活動を続けてきたことだと思います。私は、活動

を始めて今年で24年目を迎えますが、登下校に合わせて規則

正しく生活を送ることができ、子どもたちからも元気をもらっ

ているおかげで健康に過ごせています。

＊今後、どんな生活を送りたいですか。

　これからもできる限り、見守り隊の活動や畑作業を続けてい

き、健康で楽しい生活を送っていきたいです。

　また、私が人生で大事にしている｢一期一会｣。新たな出会い

やこれまでの出会いも一生大事にしたいです。

髙木 勝
か つ み

美　さん
(新庄)

①スマホ〇〇〇●〇〇相談会を開催します

②令和7年度美浜町の〇　〇〇報告

③戦没者〇〇●〇〇〇

④令和8年度美浜町

　　　〇●〇〇〇〇〇〇(西郷地区)

●

　広報みはま｢はじめてバースデー｣のコーナーでは、

発行翌月に 1 歳の誕生日を迎えるお子様を写真とと

もに紹介しています。

　掲載案内は、お子様の誕生月前々月にはがきでお

知らせいたします。掲載をご希望の場合は、はがきに

掲載されている二次元コードから必要事項を記入し、

応募期限までにご応募ください。

　たくさんのご応募をお待ちしています！

広報みはま「はじめてバースデー｣に
お子様を掲載しませんか？
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■くらしのカレンダー■

●イベント ●健康診査・検診 ●子ども行事
●行事の予定は、10月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●ごみの休日受入は、第3日曜日以外の土日祝日(5月3日～5日、12月31日～1月3日を除く)の午前8時30分～正午です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

11 月の納税 [納期限 11/30（月）]※納付は口座振替が便利です。

国民健康保険税 (5期 )

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

(東地区)古紙

令和8年 11 月

15（日）
16（月）

14（土）

13（金）
12（木）
11（水）

10（火）

9（月）

8（日）

7（土）

6（金）
5（木）
4（水）

3（火）

1（日）

2（月）

27（金）

26（木）

25（水）

24（火）

23（月）

21（土）

22（日）

20（金）

19（木）

18（水）

17（火）

28（土）

29（日）

30（月）

こ
こ
最
近
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
強
く
な
り
、

秋
ら
し
い
気
候
と
な
り
ま
し
た
。秋
と
言
え
ば

「
〇
〇
の
秋
」。さ
ま
ざ
ま
な
〇
〇
の
秋
を
思
い

浮
か
べ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、私
が
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」で
す
。

　

今
月
号
の
表
紙
の
よ
う
に
先
日
、町
内
の
各

小
学
校
5
・
6
年
生
が
集
ま
り
陸
上
運
動
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。表
紙
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
つ
け
た「
か
け
る
。」。写
真
を
見
て
皆
さ

ん
は
ど
ん
な
漢
字
が
浮
か
び
ま
し
た
か
。1
位

を
目
指
し
て
一
生
懸
命
に
走
っ
て
い
る
の
で

「
駆
け
る
」と
思
っ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
に
は
そ
れ
以
外
に
も
、走
っ
て
い
る
時
の
真

剣
な
表
情
や
走
り
終
わ
っ
た
後
に
悔
し
く
て

泣
い
て
い
た
姿
か
ら
、こ
の
日
の
た
め
に
練
習

し
、競
技
に「
懸
け
る
」児
童
た
ち
の
気
持
ち
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

何
か
へ
の
熱
意
は
、自
分
の
力
を
大
き
く
伸

ば
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。た
く
さ
ん
の
経

験
を
生
か
し
児
童
た
ち
が
、未
来
へ「
翔
け
る
」

姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
隼
）

 9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)
  なびあすアートフェスタ2026文化交流祭
　　　　　　　　　　　　　　　(なびあす)～5日  

  9:00～町政功労者表彰式(なびあす)
  9:00～美し美浜の地域愛表彰式(なびあす)
10:00～シナプス＋ 秋のお宝 ほくほく祭り
                                          (にぎわいゾーン)
  文化の日

10:00～なびゲーランド(なびあす)
11:00～秋の収穫祭はまなびフェスタ2026
　　　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  8:30～町民ソフトバレーボール大会(総合体育館)
  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)
13:30～町民人権講座(なびあす)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(けやき台)

  9:00～ハートフルウォーク (総合運動公園)
  9:30～結婚相談(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市(道の駅若狭美浜はまびより)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

10:00～1歳児教室(はあとぴあ)

13:30～マタニティ教室(はあとぴあ)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

  勤労感謝の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～2歳児教室(はあとぴあ)

13:00～3歳児健診

　　　　　(子ども・子育てサポートセンター)

  9:00～ハートフル朝市

　　　　　　　　(道の駅若狭美浜はまびより)

美浜町防災アプリの
ダウンロードをお願いします

美浜町防災アプリでは、
防災情報や停電情報、お
くやみ等の生活に関わる
緊急情報等をお知らせし
ています。ぜひ、ダウン
ロードの上、ご利用くだ
さい。

ダウンロードは
こちら


